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青森県県南地域における小麦「ネバリゴシ」の高品質多収のための播種量と播種適期
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Suitable Seeding Density and Date for High Quality and Stable Cultivation of

a New Wheat Variety “Nebarigoshi' on the Kennan District of AomOri Prefecture
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1  1ま  し め に

青森県の小麦は,苗立率及び越冬株率の低下,倒伏,収
穫時期の降雨等によって減収したり,品質が低下し問題と

なっている。一方,水田農業経営確立対策の実施や新たな

麦政策の下で,小麦の本作化や民間流通にお、さわしい高品

質小麦を安定多収栽培することが求められている。東北農

業試験場 (現東北農業研究センター)育成のめん用4ヽ麦新
品種「 ネパリゴシ (東北206号 )」 は,耐寒雪性・耐倒伏性
が強く,難穂発芽性で,高蛋自,低アミロース,高製めん

性といった実需者の求める品質成分や加工適性を有するこ

とから,2001年に奨励品種として採用した。今後,本格的

な栽培が開始され段階的に作付拡大を図っていくこととし

ているが,こ のためにも高品質安定多収栽培法を確立する

目的で,播種量と播種期について検討しところ,一応の成

果が得られたので報告する。

2試 験 方 法

場内試験は青森県畑作園芸試験場 (表層腐植質黒ボクD
で,「ネバリゴシ」を供試して実施した。高品質安定生産

に適する播種量を解明するため,1999年及び2000年の 9月

21日播種で,0 6kg/a,0 8kg/a,1 0kg/a,1 2kg/aの
4水準で播種量について検討した。2011年播種については,
9月 16日 での播種量の減量効果,9月 28日及び10月 5日播
種での播種量の増量効果を検討した。また,播種量を08
kg/aと して, 9月 14日 , 9月 21日 , 9月 28日 , 10月 5日

の4水準で播種期について検討した。さらに,十和田市の

現地圃場 (表層腐植質黒ボク■)においても,1999年 9月

16日播種及び2000年 9月 19日播手重で,0 6kg/a,0 8kg/a
の 2水準で播種量の検討を30a規模で実施した。共通の耕

種概要として,ベ フラン液剤 5倍液・ 20cc/kg噴霧の種子

消毒を実施した。播種様式はドリル播き,条間は場内試験

が20m,現地試験が15mで ,施肥量は窒素を基肥として06
kg/a,追肥として消雪直後に0 2kg/aの合計08峰 /a,

りん酸を0 9kg/a,加里を0 8kg/a施用 した。 1区面積
及び区制は,場内試験が 1区96ごの 2区制,現地実証試

験が 1区30aの 1区制で実施した。 1区当たりの刈取調査

面積は場内が5 4nf,現地が30a全刈りとした。

3 試験結果及び考察

(1)播種量の検討については,播種量が a当たり10～

12峰 (275～330粒/r)で は,越冬前・越冬後の生育 ,
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表 1 適正播種量の解明に関する試験結果
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表 2 播種適期の解明に関する試験結果
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茎数,乾物生産量は高いが,無効茎の発生が多 くなり,最
終的な穂数の増加につながらないために収量が頭打ちとな

り,増収効果はほとんどみられなかった。また,播種量が

多いと生育が旺盛となり倒伏程度が高まるとともに,う ど

んこ病の発生が多くなり,外観品質が劣化する傾向が認め

られた。これらのことから播種量はa当 たり06～ 0 8kg

(165～220粒/ピ)が適当であると考えられた。
9月 16日 frf種での減量と9月 28日及び10月 5日 播種での

増量については,標準的な播種期及び播種量の区と同等か
それ以上に生育が旺盛になり,収量は 9/16播種では06
kg/a播種区が0 8kg/a播種区より多く,10/5播種では
1 0kg/a播種区及び1 2kg/a播種区が0 8kg/a播 種区よ

表3 製粉試験結果 (1999年播D

7 237
7  229

注 製粉・分析は東北農試による。RVA=ラ ピッドビ
スコアナライザー。A粉蛋自含量は近赤外線分析計
による。

表4 実証試験における播種量の検討結果

播種量 播種期 苗立数 出穂期 成熟期

(セ/a)(月日)(株/ポ )(月 /日 )(月 /日 )

り多かった。

(21 播種期の検討については,9月 14日播種では,倒伏
の程度が大きく,う どんこ病の発生も多いことから,外観
品質が劣る傾向が認められた。また,10月 5日播種では ,

越冬前及び越冬後の生育量確保が難しく,最終的な穂数が

少なくなるために減収し,製粉性や粉色が低下する傾向が

認められた。これらのことから播種適期は9月 21日頃を中

心とした9月第 4半旬～第 5半旬であり,播種適麟幅は比

較的広いと考えられた。

3)十和田市の現地農家30a規模の圃場で,播種期を 9
月第 4半旬とし,播種量の違いについて実証したところ,
倒伏程度が軽く,立枯病の発生が少なく,穂数がやや多かっ

たことから,0 6kg/a播種区が08k8/a播 種区よりやや
多収で,外観品質がやや良かった。なお,「 ネバ リゴシ」
の収量は「キタカミコムギ」の十和田市管内の平均収量よ

り13～ 78%上回り当地域での適応性が実証された。

4 ま め
１ｌ

ｍ
/21

播
種
期

“

“

”

７

／

／

／

／

剛
８‐‐

■
“

佃
硼

”
“

ｍ
ｍ

／
／

４
″

(1)青森県県南地域における「ネバリゴシ」のドリル播
きの播種量は,a当たり06～0 8kg(165～ 220粒/ぽ)が
適しており,播種適期は9月 21日前後の 9月 第 4半旬～第
5半旬であり,播種適期幅は比較的広いこと力雛認された。

12)やむを得ない事情で播種が遅くなる場合には,播種
量を多くすることによって,あ る程度の減収抑制が可能で

あると考えられた。
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出芽良否 良 (1)～否 (5)
収穫日:1999年播種は7月 11日 ,

収量は全刈りの10a当たり換算。

20 10
20 10

2000年播種はネバリゴシが7月 21日 ,キ タカミコムギが 7月 26日
それ以外の項目はサンプリング調査結果。

注 1)
2)
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